
証券コード：7970

報告書第63期
2022年4月1日～2023年3月31日

営業力を強化するとともに生産性向上を追求し、
独創性を有する高付加価値製品を開発することで、
事業の持続的成長を目指してまいります。
　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。

　さて、ここに、当社グループの第63期連結会計年度（2022年４月１日から2023年３月31日まで）の事
業概況をご報告いたします。
　当連結会計年度における業績は、売上高1,082億78百万円（前期比16.9％増）、営業利益127億49百万円

（前期比31.0％増）、経常利益129億86百万円（前期比28.2％増）、親会社株主に帰属する当期純利益85億
29百万円（前期比35.2％増）となりました。

　当社グループは2023年から始まる５か年の中期経営計画「Shin-Etsu Polymer Global & Growth 
2027」を策定し、スタートいたしました。ビジネス環境の急激な変化に適切に対応しつつ、当社の経営理
念である「技術と製品を通じて社会と産業の発展に貢献し、社会とともに成長し続ける」ことを実践してま
いります。

株主の皆様へ

　2023年３月期の期末配当金につきましては、業
績と今後の事業展開を総合的に勘案し、１株当た
り20円とさせていただくことといたしました。こ
れにより、中間配当18円を加えた年間配当金は、
38円となり、前期と比較して12円増配となります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層の
ご支援とご鞭撻を賜りますよう、心からお願い申
しあげます。

株主配当について
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■ 連結業績ハイライト
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営業利益
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0

2,000

8,000

4,000

10,000

6,000

2022年
3月期

2023年
3月期

2021年
3月期

5,0335,033

8,5298,529

第2四半期 通期 （単位：百万円）

事業の概況

売上高

24,684百万円
（前期比12.2％増）

　当事業では、自動車産業の部品調達不足の改善等により、
自動車関連入力デバイスの出荷が増加し、為替影響もあり、
全体として売上げを伸ばしました。
　この結果、当事業の売上高は246億84百万円（前期比
12.2％増）、営業利益は16億94百万円（前期比42.8％増）
となりました。

電子デバイス事業
売上高構成比

22.8％

売上高

26,236百万円
（前期比22.6％増）

　当事業では、塩ビ関連製品の市場環境が非常に厳しい中、
販売価格改定やＭ＆Ａにより、全体として売上げは前年を大
きく上回りました。
　この結果、当事業の売上高は262億36百万円（前期比
22.6％増）、営業利益は９億９百万円（前期比87.1％増）と
なりました。

住環境・生活資材事業
売上高構成比

24.2％

　当事業では、半導体関連容器やＯＡ機器用部品、シリコー
ンゴム成形品の好調な出荷が続き、為替影響もあり、全体と
して売上げは前年を大幅に上回りました。
　この結果、当事業の売上高は500億21百万円（前期比
18.7％増）、営業利益は98億67百万円（前期比28.8％増）
となりました。

精密成形品事業
売上高構成比

46.2％
売上高

50,021百万円
（前期比18.7％増）

売上高

7,336百万円
（前期比3.5％増）

　工事関連では、商業施設や公共施設の内装工事の受注が堅
調に推移して、全体として売上げは前年並みとなりました。
　この結果、その他の売上高は73億36百万円（前期比3.5％
増）、営業利益は２億78百万円（前期比30.5％減）となりま
した。

その他
売上高構成比

6.8％



半導体関連市場の拡大を見据え、当社の主力製品であるウエハーケースの生産能力増強のため、糸魚川
工場（新潟県糸魚川市）の生産棟を拡張し、2023年１月より稼働を開始しました。加えて、今後も半
導体関連産業は安定した成長が見込まれることから、生産棟のさらなる拡張を決定し、2024年の完成
を目指しております。

これにより、2023年の月産能力は2022年比で20％増、2024年には同40％に増える計画です。

将来に備えた盤石な生産体制を築き、より一層の安定供給を実行するとともに、BCP体制強化に努めて
まいります。

2022年11月10日、第43回「エコレールマーク運営・審査委員会」において、エコレールマークの取
組企業及び商品認定を取得いたしました。

当社は今後もモーダルシフト※を継続しながら、物流におけるCO2排出量低減に努めてまいります。

なお、今回認定を受けた製品は、当社が製造・販売する「ポリマラップ®」で、1972年の上市以来、
50年以上にわたりご愛用いただいているロングセラー商品です。

特に、「植物由来の抗菌ポリマラップ®」は、抗菌剤に枯渇性資源を使用せず、持続生産可能である植物
の油脂（ヤシの油など）を使用した新しい製品です。
※モーダルシフトとは、トラック等の自動車で行われている貨物輸送を環境負荷の小さい鉄道や船舶の利用へ転換することです。

Pick Up
半導体市場拡大に対応

エコレールマークの取組企業認定、ポリマラップ®が認定商品に

手前が拡張した生産棟需要が活況な300mmウエハー用出荷容器（FOSB）

※‌‌エコレールマーク制度は、商品
や原料の輸送に地球環境に配慮
した鉄道を一定以上利用してい
る企業と商品に対して認定を与
える、国土交通省主導で誕生し
た環境ラベルです。

ここがスゴイ！
業界初！『植物由来の抗菌ポリマラップ®』の安全＆安心ポイント

‌ 地球にやさしい植物由来の抗菌剤を使用
‌ SIIA（抗菌製品技術協議会）ガイドラインに適合
‌ 化粧箱にはFSC認証剤を使用
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商 　 　 　 号 信越ポリマー株式会社
（Shin-Etsu Polymer Co.,Ltd.）

本 社 所 在 地 東京都千代田区大手町一丁目１番３号
設 立 年 月 日 1960年９月15日
資 　 本 　 金 11,635,953,759円
従 業 員 数 1,005名（連結4,706名）
事 業 所

支店・営業所 大阪支店、名古屋支店、福岡支店、
仙台営業所、広島営業所、札幌営業所

工 場 東京工場、児玉工場（以上、埼玉県）、
南陽工場（山口県）、塩尻工場、
長野分工場（以上、長野県）、
糸魚川工場（新潟県）

株 式 の 状 況
発行可能株式総数  320,000,000株
発行済株式総数  82,623,376株
株 主 数  10,963名

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
剰余金の配当基準日 ３月31日（中間配当を行う場合は９月30日）
定 時 株 主 総 会 毎年６月
単 元 株 式 数 100株
株主名簿管理人 
特別口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目３番３号
みずほ信託銀行株式会社

公 告 方 法 電子公告（https://www.shinpoly.co.jp/）
なお、やむを得ない事由によって、電子公告
によることができない場合には、日本経済新
聞に掲載して行います。

株式に関するお手続

証券会社等に口座を
お持ちの場合

証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）

郵 便 物
送 付 先

お取引の証券会社等にな
ります。

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社
　証券代行部

電 話
お問合せ先

フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く ９：00～17：00）

各 種 手 続 
お 取 扱 店

（ 住 所 変 更、
株主配当金
受 取 方 法
の 変 更 等 ）

みずほ信託銀行株式会社
　本店及び全国各支店
＊  トラストラウンジでは、お取扱

できませんのでご了承ください。

未払配当金
の お 支 払

みずほ信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
株式会社みずほ銀行　本店及び全国各支店

ご 注 意

支払明細発行については、
右の「特別口座の場合」
の郵便物送付先・電話お
問合せ先・各種手続お取
扱店をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買
取・買増以外の株式売買はできませ
ん。証券会社等に口座を開設し、株
式の振替手続を行っていただく必要
があります。

単元未満株式買増・買取のご案内

　当社では、単元未満株式（１株から99株まで）の買増制度・買取制度を導
入しておりますので、ご利用ください。
　お手続の詳細は、上記記載のお取扱店にお問い合せください。

会社の概況（2023年３月31日現在） 株 主 メ モ

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード

①下記ＵＲＬにアクセス
②アクセスコード入力後にアンケートサイトが表示

・・・・・・以下の方法でもアンケートにアクセスできます・・・・・・

いいかぶ 検索検索検索窓から

kabu@wjm.jp ←こちらへ空メールを送信
「件名」「本文」は無記入。アンケートのURLが直ちに自動返信されます。

7970

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、アンケートを
実施いたします。お手数ではございますが、アンケートへのご協力を
お願いいたします。（所要時間は5分程度です）

株主の皆さまの声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（QUOカードPay500円）
を進呈させていただきます

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です

（2201）

本アンケートは、株式会社リンクコーポレイトコミュニケーションズの
提供する「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。 
https://www.link-cc.co.jp
● アンケートのお問い合わせ 「e -株主リサーチ事務局」
MAIL：info@e-kabunushi.com

〒100-0004
東京都千代田区大手町１-１-３
電話　（03）5288-8400
ホームページアドレス　https://www.shinpoly.co.jp/

株主総会資料の電子提供制度について
株主総会資料が、原則として「印刷物」から「ウェブサイト」でのご案内に変更となります。
会社法改正により、電子提供制度が開始され、従来郵送でご送付していた「招集ご通知」は、ウェブサイトにアクセスして
ご確認いただけるようになっております。
なお、同制度ではウェブサイトへのアクセス方法等を記載した通知書面及び議決権行使書は、原則書面にて送付いたします。
インターネットのご利用が困難な株主様など、継続して従来の「招集ご通知」について書面でのお受取りを希望される場合、
書面交付請求が必要となりますので、以下までご依頼ください。

書面交付請求の受付期限 定時株主総会の基準日（毎年３月31日）

書面交付請求のご依頼先 みずほ信託銀行　証券代行部

0120-524-324　（受付時間　平日９：00～17：00）


